
親
鸞
教
学
の
一
指
標

松 

原 

祐 

善

一

曾
我
量
深
先
生
の
晚
年
講
述
さ
れ
た
数
多
い
述
作
の
な
か
に
『
分
水
嶺
の
本
願
』

と
題
す
る
一
六
五
頁
に
も
充
た
な
い
小
冊
子
が
あ
る
。
 

今

は

『
曾
我
量
深
選
集
』

の
第
十
一
巻
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が' 

私
は
こ
の
小
冊
子
に
含
蓄
さ
れ
た
課
題
も
深
く
、

い
つ
拝
読
し 

て
も
深
い
感
動
を
う
け
て
い
る
。

親

鸞

聖

人

が

仰

が

れ

る

『
大
無
量
寿
経
』

の
宗
教
、
浄
土
真
宗
に
遇
え
る
こ
と
の
喜
び
を
一
層
深
め
て 

く
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
の
冊
子
に
寄
せ
ら
れ
た
先
生
の
序
に

「
一
昨
年
初
夏
六
月
、
恩
師
清
沢
満
之
先
生
の
五
十
回
忌
の
法
要
を
終
え
て
、
北
海
道
の
旅
に
出
で
、
今
で
は
日
本
の
北
端
、
国
境 

の
街
、
根
室
に
お
い
て
、

た
ま
た
ま
分
水
嶺
の
本
願
と
い
う
こ
と
を
感
得
せ
し
め
ら
れ
た
。

本
篇
は
同
題
の
講
述
の
聞
書
を
ま
と
め 

た
も
の
で
あ
る
。

今
般' 

上
梓
に
当
り
謹
ん
で
深
厚
の
師
恩
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
六
月 

曾
我
量
深
」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
こ
の
序
に
一
昨
年
初
夏
六
月
と
あ
る
の
は
昭
和
十
七
年
の
六
月
で
あ
る
が' 

清
沢
先
生
の
ご
命
日
六
月
六
日 

を
中
心
に
五
十
回
忌
の
法
要
が
京
都
で
盛
大
に
営
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
そ
れ
に
出
席
さ
れ
て
清
沢
先
生
讃
仰
の
講
演
を
な
さ
れ
た
。
 

本

書

の

最

初

に

置

か

れ

て

い

る

「
清
沢
満
之
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
」

と
い
う
の
が
、

そ
の
折
の
講
演
の
聞
書
で
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
 

思
う
に
曾
我
先
生
の
清
沢
先
生
へ
の
思
慕
は
晩
年
に
及
ん
で
い
よ
い
よ
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

特
に
昭
和
三
十
年
の
渡
米
か
ら
の
帰
朝



後
、
現

代

に

於
け

る

真

宗

の

再

興

は

清

沢

先

生

の

「
我
が
信
念
」

や

「
絶
対
他
力
の
大
道
」

等
を
掲
げ
て
、

先
生
の
他
力
の
自
覚
道
を
親 

鸞
聖
人
の
お
聖
教
に
照
ら
さ
る
べ
き
こ
と
を
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
こ
の
講
演
に
あ
っ
て
も
、

「
大
体
清
沢
先
生
出
ら
れ
る
ま
で
は
、
他
力
の
信
念
な
ど
は
誰
も
問
題
に
し
て
お
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
も
し
清
沢
先
生
が
出
ら
れ 

な
か
っ
た
な
ら' 

我
が
親
鸞
な
ど
と
い
ふ
方
が
今
日
の
よ
う
に
、

日
本
の
思
想
界
の
最
高
峰
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
は
な
ら 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(

中
略)

先
生
自
身
は
仰
言
ら
ぬ
が'

思
想
的
に
そ
れ
を
見
れ
ば
、

正
し
く
生
涯
を
捧
げ
て
戦
い
と
ら
れ
た
の 

で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
の
仏
教
の
歴
史
に
長
く
残
る
こ
と
で
あ
る
。

恐
ら
く
日
本
の
仏
教
史
の
法
然
、
親
鸞
以
後
の
最
も
大
き
な
事 

実

と

し
て' 

私
は
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

云
々
」
(

同

書'

ハ
頁)

と
あ
り' 

ま
た

「
今
の
真
宗
の
学
問
は
折
角
清
沢
先
生
が
身
を
以
て
頂
か
せ
ら
れ
た(

『
大
無
量
寿
経
』

の)

下
巻
を
忘
れ
て
い
る
。

先
生
は
臨
終
が 

近
か
づ
い
て
か
ら
、
普

通

道

徳

と(

真
宗)

俗
諦
門
と
の
交
渉
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
れ
は
突
然
出
て
き
た
の
で
は
な
い
。
『
工 

ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
訓
』

を
読
ま
れ
、

一

方

『
阿
含
経
』

を
読
ま
れ' 

(

『
大
経
』)

下
巻
を
繰
り
返
し
綿
密
に
読
ま
れ
て
後
の
こ
と
で 

あ
る
。

如
来
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
等
の
相
対
有
限
を
知
り
「
分
」
を
知
り' 

「
分
」

以

内

と

「
分
」

以
外
と
を
知
る
こ
と 

が
で
き
る
。-

如

来

を

知

る

こ

と

で

「
分
」

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

南

無

阿

弥

陀

仏

で

「
分
」

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と 

も
ち
ゃ
ん
と
念
頭
に
お
い
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
南
無
阿
弥
陀
仏
で
は
講
釈
を
な
さ
ら
ぬ
。

こ
れ
は
先
生
の
時
代
で
は
当
然
で 

あ
ろ
う
。

先
生
の
教
に
よ
っ
て
、
聖
典
な
り
親
鸞
の
言
葉
な
ど
を
照
し
見
る
必
要
が
あ
ら
う
。

云
々
」(

同
書
・
ニ
ー
頁) 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二 

さ

て

本

書

に

お

い

て

第

一

章

が

「
清
沢
満
之
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
」

と
題
さ
れ
て
、

そ
の
劈
頭
に



「
清
沢
先
生
の
五
十
回
の
法
要
に
遇
う
の
は
誠
に
不
可
思
議
の
御
縁
で
あ
る
。

こ
れ
は
先
生
が
非
常
に
短
命
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と 

と' 

も
う
一
つ
は
自
分
が
長
命
し
た
と
い
う
二
つ
の
因
に
よ
っ
て(

当
時
曾
我
先
生
は
七
十
八
歳)

、

今
日
の
日
に
遇
う
こ
と
が
出 

来
た
訳
で
あ
る
。

清
沢
先
生
は
宗
門
改
革
の
運
動
、

即
ち
白
河
党
の
運
動
を
な
さ
れ
た
後
、
友
人
沢
柳
政
太
郎
氏
を
訪
ね
ら
れ
て
か
ら
、
始
め
て
信 

仰
の
問
題
に
新
し
い
道
が
開
け
た
。

そ
れ
ま
で
は
仏
教
の
経
典
、 

特

に

『
浄
土
三
部
経
』
、
『
阿
含
経
』'

『
教
行
信
証
』
、
『
歎
異
抄
』 

と
色
々
読
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
確
固
た
る
安
心
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
沢
柳
政
太
郎
氏
を
尋
ね
た
時
、 

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
訓
』

と
い
う
書
を
同
氏
宅
で
見
つ
け
そ
れ
を
借
り
て
読
ま
れ
た
。

そ
し
て
始
め
て
分
限
と
い
う
こ
と
を
了
解 

さ
れ
た
。
勿
論
先
生
は
自
分
等
が
相
対
有
限
で
あ
る
と
は
夙
に
考
え
て
お
ら
れ
た
訳
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
一
般
論
で
あ
っ
て
、

正 

し
く
御
自
身
の
問
題
に
な
る
と
な
か
な
か
判
然
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ

れ

が

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
訓
』
を
読
ま
れ
て
、
始 

め
て
自
己
の
分
限
を
自
覚
す
る
こ
と
が-
-

実
際
に
お
い
て
自
覚
す
る
こ
と
が-
-

真
実
の
救
済
で
あ
る
と
了
解
で
き
た
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
に
よ
っ
て
長
い
間
仏
教
の
教
ゆ
る
生
死
の
問
題
に
つ
い
て
、
解
脱
の
道
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
そ
の
時
の
感
激
を 

「
絶
対
他
力
の
大
道
」

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
章
は
正
に
聖
典
で
あ
る
。

云
々
」(

同
書
・
一
ー
ニ
頁) 

と
講
演
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
私
は
清
沢
先
生
の
宗
教
的
廻
心
に
つ
い
て
少
し
く
解
説
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

明

治

三

十

五

年(

一
九
〇
二)

の

『
当
用 

日
記
』

の
裏
扉
に' 

清

沢

先

生
ご

自
身
の
後
半
生
を

回
顧
し
て

「
回
想
」

の
文
を
草
し
て

「
回
想
す
。

明

治

二

七

・
ハ
年
の
養
祠
に
、

人
生
に
関
す
る
思
想
を
一
変
し
、
略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
と
雖
も' 

人
事 

の
興
廃
は
尚
ほ
心
頭
を
動
か
し
て
止
ま
ず
。

乃

ち

二

八

・
九
年
に
於
け
る
宗
門
時
事
は
終
に
二
九
・
三
十
年
に
及
べ
る
教
界
運
動
を 

惹
起
せ
し
め
た
り
。

而
し
て
三
十
年
末
よ
り
、

三
一
年
始
に
亘
り
て
四
阿
含
等
を
読
誦
し
、

三
一
年
四
月
、
教
界
時
言
の
廃
刊
と
共
に
此
の
運
動
を
ー



結

し' 

自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
、

大
い
に
反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
と
雖
も' 

修
養
の
不
足
は
尚
ほ
人
情 

の
煩
累
に
対
し
て
平
然
た
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。

三
一
年
秋
冬
の
交
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
披
展
す
る
に
及
び
て
頗
る
得
る
所
あ
る
を
覚
え
、

三
二
年
東
上
の
勧
誘
に
応
じ 

て
已
来
は
、
更
に
断
え
ざ
る
機
会
に
接
し
て
修
養
の
道
途
に
進
就
す
る
を
得
た
る
を
感
ず
。

而
し
て
今
や
仏
陀
は
、

更
に
大
な
る
難
事
を
示
し
て
益
々
佳
境
に
進
入
せ
し
め
た
ま
ふ
が
如
し
。

豈
感
謝
せ
ざ
る
を
得
む
や
。
」 

(

全

集

・
第
七
巻
四
七
五
頁) 

と
表
白
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
文
章
の
下
欄
に
脚
註
さ
れ
て

「
二
七
年
四
月
、
結
核
診
断
。

養

痫

、

法
を
得
た
る
は
沢
柳
、
稲
葉
、
今
川
、
井
上
等
諸
氏
の
恩
賜
な
り
。

在
播
州
舞
子
療
養
は
二
七
年
六
月
よ
り
二
八
年
七
月
に
至
る
。

二
八
年
一
月
沢
柳
氏
辞
職

同
夏
有
志
建
議
。

二
九
年
十
一
月
、
教
界
時
言
発
刊
。

阿
含
の
読
誦
は
教
界
時
言
を
廃
刊
す
る
前
に
あ
り
。

三
一
年
四
月
、
教
界
時
言
廃
刊
。

三
一
年
五
月
已
降
、
断
然
家
族
を
挙
げ
て
、
大
浜
町
西
方
寺
に
投
ず
。

三
一
年
九
月
東
上' 

沢
柳
氏
に
寄
宿
し
、

同
氏
蔵
書
中
よ
り
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
借
来
す
。

三
二
年
五
月
、
某
殿
、

及
び
近
角
氏
等
、
東
上
勧
誘
。

三
三
年
に
入
り
、

月
見
、
多
田
、
暁
烏' 

佐
々
木
の
四
氏
東
上
。
」(

前

同

・
四
七
五
頁)



と
置
か
れ
て
い
る
。

そ

し

て

こ

の

「
回
想
」

の
文
に
は
明
治
三
十
五
年(

一
九
〇
二)

五
月
末
と
日
附
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
日
は 

こ
れ
ま
で
の
東
京
の
本
郷
・
森
川
町
の
浩
々
洞
の
宿
舎
を' 

欧
米
視
察
の
旅
か
ら
帰
朝
さ
れ
た
近
角
常
観
氏
に
譲
り
わ
た
し
て
、

六
月
一 

日
浩
々

洞
が

本
郷
，
東
片
町
一
三
五
番
地
に
移
転
す
る
前
日
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ

し

て

こ

の

文

の

結

び

に

「
而
し
て
今
や
仏
陀 

は
更
に
大
な
る
難
事
を
示
し
て
益
々
佳
境
に
進
入
せ
し
め
た
ま
ふ
が
如
し
。

豈
感
謝
せ
ざ
る
を
得
む
や
」
と
結
ば
れ
て
あ
る
が
、

い
か
に 

も

「
大
な
る
難
事
」

の
到
来
が
予
感
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

門
弟
の
安
藤
州
一
氏
は
先
生
の
こ
の
東
片
町
時
代
を
語
っ
て 

「
先
生
の
生
涯
は
頗
る
多
累
な
り
し
と
雖
も
、
東
片
町
時
代
は
如
来
を
信
ぜ
ざ
る
者
よ
り
し
て
之
を
見
れ
ば
、
蓋
し
惨
爐
の
極
な
り 

し
な
る
べ
し
。

六
月
五
日
に
は
こ
の
寓
居
に
其
の
長
男
を
失
ひ
、
十
月
六
日
に
は
郷
里
大
浜
に
於
て
其
の
令
閨
に
先
だ
た
れ
、
先
生 

亦
病
漸
く
重
く
し
て
、
碧
血
屢
々
唇
頭
に
溢
る
。

し
か
も
此
間
に
於
て
西
京
の
天
地
、
風
雲
頗
る
急
に
し
て
、
先
生
に
裁
決
を
仰
ぐ 

の
事
項
亦
少
な
か
ら
ざ
り
き
。

盤
根
錯
節
に
遇
う
て
初
め
て
刀
の
利
鈍
を
知
る
。

先
生
の
所
謂
現
在
安
住
の
信
念
は
此
時
に
於
て
、 

尤
も
明
ら
か
に
光
輝
を
発
せ
ら
れ
た
り
」(

清
沢
満
之
全
集
第
八
巻
・
四
三
七
頁) 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

先

生

の

「
回
想
」

の
文
の
脚
註
に
更
に
三
・
四
の
事
項
を
添
え
て
み
る
と
、

「
三
三
年
九
月
、
浩
々
洞
の
誕
生
、
 

三
四
年
一
月
、
雑

誌

「
精
神
界
」

の
発
刊

三
四
年
十
月
、
巣
鴨
に
真
宗
大
学
開
校
、
満

之

初

代

学

監(

学
長)

に
就
任
。

三
五
年
六
月
、
長
男
信
一
死
去
。

三
五
年
十
月
、
妻
や
す
夫
人
死
去
。
 

三
五
年
十
一
月
、
真
宗
大
学
学
監
を
辞
し
て
帰
郷
。

三
六
年
六
月
、
先
生
歿
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ

の

「
回
想
」

の
表
白
に
よ
れ
ば
明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

六
月
よ
り
播
州
舞
子
の
海
岸
に
結
核
の
療
養
さ
れ



た
こ
と
が
清
沢
満
之
先
生
の
生
涯
を
前
後
に
劃
せ
ら
れ
た
よ
う
に
読
め
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
と
い
え
ば
清
沢
先
生
の
三
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。

人
生
三
十
と
い
う
頃
は
誰
し
も
煩
悩
の
最
も
深
刻
に
興
盛
す
る
と
き 

で
あ
る
。

先
生
自
身
の
言
葉
に

「
修
養
の
時
期
に
際
限
な
き
も' 

三
十
前
後
最
も
其
の
大
切
な
る
年
次
た
り
。

立
志
一
た
び
誤
た
ば
一
生
為
に
蹉
過
せ
ん
な
り
。

宗 

祖
の
元
祖
に
行
き
た
ま
ひ
し
は
、
実
に
偶
然
な
ら
ざ
り
し
な
り
。
(

此
の
時
御
年
二
十
九
歳
な
り)

釈
尊
に
も
二
十
九
出
家
説
あ
り
。
 

此
の
時
代
や
、

血
気
盛
ん
に
し
て
功
名
の
念
抑
へ
難
し
。

況
ん
や
他
よ
り
之
を
激
要
す
る
に
於
い
て
お
や
。
」
(

『
御
進
講
覚
書
』
全
集 

第
七
巻
，
一
〇
九
頁)

と
あ
る
。

清
沢
先
生
が
精
神
の
自
由
を
求
め
て
突
如
禁
欲
の
生
活
に
入
っ
た
の
は
二
十
八
歳
の
頃
で
あ
る
が
、

そ
の
霊
的
奮
闘
は
年
々
に 

そ
の
厳
し
さ
を
増
し
、

遂
に
不
治
の
病
に
倒
れ
て
四
年
に
し
て
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
禁
欲
生
活
へ
の
動
機
に
つ
い
て
先
生
が
小
川 

空
恵
氏
に
語
ら
れ
し
言
葉
と
し
て

「
真
宗
の
僧
風
は
次
第
に
衰
頹
せ
り
、

さ
れ
ば
早
晩
中
学
校
長
を
辞
し
、
自
ら
墨
の
衣
墨
の
袈
裟
、
綿
服
を
着
、
木
履
を
穿
ち
各
地 

を
行
脚
し
、
宗
門
の
真
義
を
発
揮
し
て
宗
風
の
拡
張
を
謀
ら
ん
と
欲
す
と
。

余
日
く
、

両
親
日
々
老
境
に
迫
れ
り
、

之
を
養
む
が
た 

め
に
猶
三
四
年
そ
の
ま
ま
職
に
在
り
て
は
如
何
と
。

氏
日
く
、

人
生
朝
露
の
ご
と
し
、
今
日
あ
る
を
知
り
て
明
日
あ
る
を
知
ら
ず
、 

何
ぞ
三
四
年
を
待
た
ん
、
不
日
余
は
実
行
す
べ
し
と
。

而
し
て
こ
の
言
つ
い
に
空
し
か
ら
ず
し
て
、
幾
ば
く
も
な
く
実
行
せ
ら
れ
ぬ
」 

(

全
集
第
三
巻
・
六
入
七
頁) 

と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
人
見
忠
次
郎
氏
は

「
師
は
毎
度
実
験
は
面
白
き
事
で
あ
る
。

実
験
に
よ
り
て
証
明
せ
ら
る
る
事
ほ
ど
確
実
で
、

且
つ
人
に
納
得
さ
せ
易
き
も
の
は
な
い 

と
い
わ
れ' 

種
々
の
事
を
実
験
さ
れ
た
ら
し
い
。

自
分
に
寄
せ
ら
れ
た
る
書
簡
の
中
に
此
頃
は
某
事
に
つ
き
て
実
験
中
な
り
云
々
と 

い
う
事
が
時
々
あ
り
た
り
。

師
が
曾
て
一
枚
歯
の
木
履
を
穿
ち
墨
染
の
衣
を
着
し
て
、
暁
夙
く
本
山
に
参
詣
せ
ら
れ
る
の
も
、

肉
食



を
廃
し
て
日
を
送
ら
れ
た
る
も
、

み
な
実
験
上
聖
道
諸
家
の
高
僧
の
行
状
を
研
究
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
し
」

(

全
集
第
三
巻-

七
〇
五
頁)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し

ば

ら

く

清

沢

先

生

の

「
略
年
譜
」
を
簡
単
に
拾
っ
て
み
る
と

明

治

十

一

年(

十
六
歳)

一
月
、
小
川
空
恵
師
の
勤
め
に
て
京
都
に
入
る
、

二
月
覚
音
寺
衆
徒
と
し
て
得
度
を
う
け
、

三
月
東
本
願
寺 

の
育
英
教
校
に
入
学
、
稲
葉
昌
丸
、
今
川
覚
神
等
と
相
知
る

明

治

十

四

年(

十
九
歳)

十
二
月
、
本
山
よ
り
東
京
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
稲
葉
昌
丸
、
柳
祐
久
と
共
に
上
京
、 

明

治

十

五

年(

二
十
歳)

一
月
、
東
京
帝
国
大
学
予
備
門
第
二
級
に
編
入
学
、
同
級
に
岡
田
良
平'

一
級
下
に
沢
柳
政
太
郎
の
友
を
得
る
。
 

明

治

二

十

年(

二
十
五
歳)

七
月
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
、

大
学
院
に
進
み
て
宗
教
哲
学
を
専
攻
す
。

側
ら
第
一
高
等
学 

校
に
講
師
、
先
輩
の
井
上
円
了
師
の
哲
学
館
に
て
哲
学
の
講
義
を
担
当
。

本
郷
西
片
町
に
一
家
を
構
え
て
名
古
屋
よ
り
両
親
を
迎
え 

る
。

明

治

二

十

一

年(

二
十
六
歳)

七
月
、
東
本
願
寺
の
命
に
依
り
、
京
都
府
立
尋
常
中
学
の
校
長
と
し
て
赴
任
。 

兼
ね
て
高
倉
大
学
寮
に
哲
学
を
講
ず
。

ハ
月
清
沢
や
す
と
結
婚
。

さ
て
東
京
よ
り
京
都
へ
赴
任
の
先
生
は
心
境
を
人
見
忠
次
郎
氏
に

「
人
は
恩
義
を
思
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

所
謂
四
恩
を
説
く
の
人
は
多
き
も
、
其
の
有
難
味
を
解
し
、
之
に
報
ぜ
ん
こ
と
を
思
ふ
も
の 

は
必
ず
し
も
多
か
ら
ず
。

人
に
し
て
他
よ
り
受
け
た
る
恩
を
解
せ
ず
、
之
を
解
す
る
も
、
其
の
之
に
報
い
ん
こ
と
に
思
い
到
ら
ざ
る 

も
の
は
、
人
の
人
た
る
所
以
に
あ
ら
ず
。

余
は
国
家
の
恩
、

父
母
の
恩
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
身
は
俗
家
に
生
れ
、

縁
あ
り
て
真
宗 

の
寺
門
に
入
り
、
本
山
の
教
育
を
受
け
て
今
日
に
至
り
た
る
も
の
、

こ
の
点
に
於
い
て
、
余
は
篤
く
本
山
の
恩
を
思
ひ
、
之
が
報
恩 

の
道
尽
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」(

全
集
第
三
巻
，
六
〇
九
頁) 

と
語
ら
れ
て
い
た
。



明

治

二

十

三

年(

二
十
八
歳)

七
月
、

中
学
校
長
を
辞
し
て
後
任
を
稲
葉
昌
丸
氏
に
託
す
。

こ
れ
よ
り
禁
欲
主
義
の
実
行
を
始
む
。

高 

倉
大
学
寮
の
哲
学
の
講
義
及
び
中
学
の
授
業
は
継
続
す
。

こ
の
頃
真
宗
の
仮
名
聖
教
、

こ

と

に

『
歎
異
抄
』

に
親
し
む
。
 

明

治

二

十

四

年(

二
十
九
歳)

十
月
十
三
日
母
た
き
歿
。

禁
欲
に
き
び
し
さ
を
加
え
て
行
者
生
活
を
送
る
。

明

治

二

十

五

年(

三
十
歳)

本
山
当
局
両
堂
再
建
の
負
債
整
理
に
忙
殺
さ
れ
て
教
学
を
顧
み
ず
。

こ
れ
を
概
嘆
し
て
稲
葉
昌
丸
、
井
上 

豊
忠
氏
等
と
教
学
の
独
立
を
主
張
建
議
す
。

八

月

「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
を
出
版
す
。

明

治

二

十

六

年(

三
十
一
歳)

七
月
伊
勢
二
見
ヶ
浦
の
関
西
仏
教
青
年
会
に
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
京
都
よ
り
徒
歩
旅
行
す
。

八
月 

シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
、
英

訳

『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
が
好
評
を
う
る
。

九
月
京
都
尋
常
中
学
を
府
へ
返
還
し
て
大
谷
尋
常
中
学
を
開 

設
し
、
校
長
兼
真
宗
大
谷
派
教
学
顧
問
に
親
友
沢
柳
政
太
郎
氏
を
招
聘
す
。

明

治

二

十

七

年(

三
十
ニ
歳)

一
月
十
五
日
厳
如
上
人
遷
化
。

そ
の
葬
儀
に
感
冒
に
犯
さ
る
。

四
月
、
結
核
診
断
。

六
月
、
友
人
の
す 

す
め
に
よ
り
播
州
・
舞
子
の
東
、

西
垂
水
村
に
転
地
療
養
す
。

三

さ
て
先
き
の
回
想
の
文
に
も
ど
り
て' 

二
十
七
・
ハ
年
の
養
痫
に
略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
す
と
記
さ
れ
て
い
る
が' 

こ
の
こ
と
に
相
照 

ら
し
て
当
時
舞
子
の
療
養
日
記
で
あ
る
先
生
の
『
保
養
雑
記
』
を
繙
く
と
、
喀
血
の
病
床
に
死
と
対
決
し
つ
つ
死
生
相
代
の
理
を
観
じ
、
生 

死
一
如
の
境
に
住
せ
ん
と
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
沢
柳
政
太
郎
氏
か
ら'

贈

ら

れ

た

『
和
漢
高
僧
伝
』
を
読
み'

南
岳
の
慧
思
、
浄
影
寺 

慧

遠

、
天
台
の
智
顎
、
南
山
の
道
宣
、
光
明
寺
の
善
導
の
五
師
の
高
風
を
慕
い
、
そ
の
行
状
を
数
え
て
い
る
。

更
ら
に
九
月
三
十
日
の
記
に 

〔
諸
行
随
一
——

観
経!
!

十

九

当

今

此

機

尚

稀 

念
仏
・
万
善
不
共
——

小
経!
—

二

十

況

。

，唯
信
後
行
——

大
経
——

十
八 

更
況
。
(

全
集
第
五
巻
・
六
〇
頁)



と
表
示
し
て
如
実
の
念
仏
の
容
易
で
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
念
仏
は
極
難
信
の
法
で
あ
る
こ
と
を
表
白
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し 

て
こ
の
病
床
に
於
け
る
内
省
は
真
宗
の
宗
意
安
心
の
核
心
へ
と
向
け
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

断
肉
清
独
、

こ
れ
京
旨
の
要
素
に
あ
ら
ず 

と
断
定
し
、

「
円
頓
極
乗
の
宗
旨
は
唯
信
の
一
要
の
み
、

此
信
発
し
て
念
仏
と
な
り' 

自
然
と
多
念
に
及
ぶ
も
の
」

と
い
い' 

や
が
て 

極
悪
最
下
の
機
こ
そ
信
の
一
念
に
即
得
往
生
を
体
得
し' 

自
力
を
捨
て
て
他
力
に
帰
し
、

ま
こ
と
に
信
に
死
し
て
新
し
く
如
来
の
本
願
に 

蘇
み
が
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ

こ

に

「
愚
蒙
の
改
悔
そ
れ
此
の
如
し
、
穴
賢
々
々
」(

全
集
第
五
巻'

ハ
ハ
頁)

と
懺
悔
表
白
し
て
、

愚
に 

徹
し
て
獲
信
の
喜
び
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
翌
二
十
ハ
年
の
一
月
に
入
り
て
、
浄

土

真

宗
の
宗
義

の
大
綱
を

ま
と

め
て

『
在
床 

懺
悔
録
』(

全
集
第
四
巻
・
三
五
八
—
三
九
一
頁)

を
綴
り
、

二
月
よ
り
三
月
に
わ

た
っ
て

『
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
』(

同

前

2.
ー
ー
九
ニ
ー
四
六 

九
頁)

を
も
の
さ
れ
て
い
る
。

同
年
七
月
に
入
り
少
康
を
得
て
舞
子
の
療
養
か
ら
京
都
に
も
ど
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
十
月
に
入
っ
て
の 

作

で

あ

る

が

「
六
花
翻
々
」(

全
集
第
五
巻
・
ハ
七
——
九
四
頁)

に

「
他
力
の
信
心
、
仏
智
廻
向
の
信
心
な
り
。

当
今
の
大
謬
は
、
人
語
の
上
に
安
心
を
求
む
る
に
存
す
。

人
語
如
何
に
完
美
な
る
も
、
尚
ほ
且
つ
真
正
な
る
安
心
を
賦
与
す
る
に
足 

ら
ず
。

況
ん
や
末
学
煩
鎖
の
言
句
を
以
て
す
る
に
於
い
て
お
や
。

安
心
の
源
泉
は
言
句
に
あ
ら
ず
、
文
字
に
あ
ら
ず' 

末
学
に
あ
ら
ず' 

列
祖
に
も
あ
ら
ず' 

否
宗
祖
と
雖
も

応
信
如
来
如
実
言

唯
可
信
此
高
僧
説

と
教
ふ
る
の
み
。〇

宗
教
の
快
楽
は
無
限
に
対
す
る
快
楽
な
り
。

無
限
は
常
在
な
り
。

故
に
宗
教
の
快
楽
は
求
む
る
時
に
得
ら
れ
ざ
る
な
し
。



無
限
は
遍
在
な
り
。

故
に
宗
教
の
快
楽
は
求
む
る
処
に
得
ら
れ
ざ
る
な
し
。

世
俗
の
快
楽
は
有
限
に
対
す
る
快
楽
な
り
。

有
限
は
辺
際
あ
り
。

故
に
時
に
存
す
る
も
必
ず
亡
す
。

有
限
は
窮
極
あ
り
。

故
に
一
処
に
あ
る
も
他
処
に
欠
く
。

〇

無
限
の
快
楽
は' 

無
限
人
に
対
す
る
も
無
限
な
り
。

千
万
億
人
と
雖
も
、
同
じ
く
円
満
の
享
楽
あ
り
。

有
限
の
快
楽
は' 

一
人
之
を
専
に
す
る
と
き
は' 

他
人
は
之
に
参
ず
る
能
は
ず
。

多
数
の
人
に
分
配
す
る
と
き
は
、

其
の
比
例
に
減 

少
す
る
な
り
。

〇

子
孫
の
計

是
れ
最
も
人
類
の
苦
労
す
る
所
な
る
か
。

仏
教
の
信
者
は
因
果
業
報
を
信
ぜ
ざ
る
か
。

人
の
生
る
る
や
必
ず
其
の
果
報
を
携
へ
来
る
に
あ
ら
ず
や
。

其
の
出
生
長
育
得
業
、

因 

よ
り
父
母
の
関
す
る
所
な
り
と
雖
も
、

而
も
父
母
は
全
然
之
を
左
右
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

仏
教
の
信
者
た
る
も
の
は
及 

ば
ざ
る
こ
と
に
苦
悩
し
て
痛
心
す
る
を
止
め
て' 

自
ら
の
果
報
を
確
信
し
て
、
其
の
可
及
的
範
囲
に
就
い
て
、
其
の
義
務
を
尺
す
べ 

き
の
み
。

〇

各
自
の
果
報

農
工
商
吏' 

生
れ
な
が
ら
に
し
て
定
ま
る
も
の
あ
り
、 

定
ま
ら
ざ
る
も
あ
り
。
定
ま
る
も
定
ま
ら
ざ
る
も
共
に
果
報
の
灼
然
た
る
を 

示
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
、
果
報
を
恐
れ
て
之
を
敬
せ
ば
、

無
限
の
楽
其
の
内
に
あ
り
。
(

恐
敬
の
念
、
亦
た
不
可
思
議
な
る
果
報
連



鎖

の
-

分
た
り
得
れ
ば
な
り
。)

〇

仏
心
者
大
慈
悲
是

如
何
が
之
を
実
行
せ
ん
。

現
世
の
果
報
は
、
業
因
の
定
む
る
所
た
る
を
確
信
せ
ば
、
其
の
滅
す
る
も
の
は
必
ず
反
り
て
補
足
す
る
を
知
ら
ん
。

然
ら
は
則
ち
、 

余
裕
を
以
て
乏
者
に
浴
す
る
、
豈
に
難
事
な
ら
ん
や
。

而
も
社
会
の
変
遷
は' 

将
に
虚
無
共
産
の
党
人
を
産
ぜ
ん
と
す
。

夫
れ
、
之 

が
警
戒
を
要
す
る
今
日
の
急
務
は
、
富
者
の
先
ん
じ
て 

国
家
的
社
会
主
義
を
宣
揚
す
る
に
あ
る
か
。
」 

等
の
感
銘
深
き
言
葉
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

四 

次

に

「
回
想
」

の
文
の
脚
註
に 

「
二
八
年
一
月
、
沢
柳
氏
辞
職
。
 

同
夏
有
志
建
議
。
 

二
九
年
十
一
月
、
教
界
時
言
発
刊
。
 

阿
含
の
読
誦
は
教
界
時
言
を
廃
刊
す
る
前
に
あ
り
。
 

三
一
年
四
月
、
教
界
時
言
廃
刊
。
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
沢
柳
氏
辞
職
と
あ
る
の
は
、
明
治
二
十
六
年
九
月
に' 

京
都
府
尋
常
中
学
校
は
京
都
府
へ
返
し
て
新
し
く
大

谷
尋
常
中
学
校
と
改
称
し
て
再
出
発
す
る
の
に
際
し' 

こ
れ
ま
で
の
校
長
の
稲
葉
昌
丸
氏
は
校
長
を
辞
任
し
て
、
東
京
か
ら
沢
柳
政
太
郎



氏
を
大
谷
尋
常
中
学
の
校
長
と
し
て
招
聘
し' 

大
谷
派
の
教
育
事
業
の
顧
問
を
も
兼
ね
、
稲
葉
氏
は
当
時
新
し
く
中
学
に
招
か
れ
た
今
川 

覚
神
氏
と
共
に
新
校
長
を
援
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
清
沢
先
生
が
与
っ
て
力
が
あ
り
苦
心
の
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
新 

学
事
の
体
制
が
出
来
上
っ
て
大
い
に
教
学
振
興
の
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
矢
先
に
大
谷
中
学
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
本
山
当 

局
は
遂
に
二
七
年
十
二
月
に
沢
柳
氏
を
解
雇
し
た
の
で
あ
る
。

脚
註
の
二
八
年
一
月
沢
柳
氏
辞
職
と
は
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

清
沢
先
生
は 

一

月

四

日

の

記

に

「
恭
賀
新
正
」

に
添
え
て

「
諸
方
よ
り
の
来
諭
に
も
、
万
事
を
放
下
し
て
悠
々
保
養
す
べ
し
と
あ
れ
ど
も
、

未
尽
地
の
菩
薩
未
だ
煩
悩
の
突
撃
を
免
れ
ず
。

否
、 

大
い
に
之
が
為
に
我
が
良
田
を
占
領
せ
ら
れ
て
、
漸
く
余
地
な
か
ら
ん
と
す
。

あ
は
れ
死
せ
ん
頃
に
は
、
犬
か
猫
に
も
劣
り
や
せ
ん
。
 

如
か
ず' 

一
度
山
下
の
時
事
を
拝
聞
し
て
、
或
は
憤
慨
の
為
に
病
み
、

又
死
す
る
も
亦
た
犬
猫
病
死
す
る
に
勝
ら
ず
や
と
は
申
も
の 

の
、
御
邪
魔
を
願
ひ
候
は
恐
縮
に
不
堪
候
云
々
」

と
誌
し
、
次
の
日
に

「
陳
ば
沢
氏
弥
々
払
袖
、
諸
君
も
甚
だ
面
白
か
ら
ぬ
事
情
有
之
候
趣
、
今
朝
同
氏
よ
り
来
信
、
喫
驚
仕
候
。
事
体
如
何
の
儀
に
候
や
。
 

今
日
に
て
は
到
底
調
停
恢
復
の
縁
無
之
候
哉
。

折
角
今
日
ま
で
に
至
り
し
事
、

且
つ
は
門
外
漢
に
対
し
、
昨
は
大
い
に
奮
っ
て
之
を 

聘
用
し' 

今
は
則
ち
忽
ち
解
嘱
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
る
。

一
山
の
醜
を
天
下
に
露
す
る
も
の
に
候
は
ず
哉
。

誠
に
憤
慨
の
限
り
に 

候

。
就
い
て
は
諸
君
の
御
意
見
は
如
何
に
候
哉
。

執
事
の
意
見
教
学
部
の
意
見
は
如
何
に
候
哉
。

大
本
山
の
下
、
諸
賢
位
の
在
臨
中 

に
あ
っ
て
、
突
然
此
の
始
末
に
相
成
候
と
は' 

あ
ま
り
に
頼
り
な
き
儀
に
候
は
ず
や
。

何

卒

く

小

病

に

は

御

懸

念

な

く

、
這
回
の 

顚
末
御
一
報
願
度
懇
願
切
望
此
事
候
」(

全
集
第
五
巻
・
一
〇
五
頁)

と
稲
葉
昌
丸
、
今
川
覚
神
、
井
上
豊
忠
氏
の
三
氏
に
宛
て' 

こ
の
書
簡
を
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次

の

「
同
夏
有
志
建
議
」

と
脚
註
に
あ 

る
の
は' 

先
生
は
病
気
が
少
康
を
得
た
の
で
七
月
一
日
に
療
養
地
の
舞
子
を
引
払
わ
れ
て
京
都
へ
も
ど
り
稲
葉
氏
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ら 

れ
、
直
ち
に
二
月
に
は
井
上
、
清
川
、
今
川
、
稲
葉
氏
等
と
の
会
談
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

こ

こ

で

の

「
同
夏
有
志
建
議
」

の
こ
と
は
、



二
八
年
七
月
九
日
の
日
附
で
、
今
川
覚
神
、
稲
葉
昌
丸
、
徳
永
満
之
、
井
上
豊
忠
、
清
川
円
誠
、
村
上
専
精
、
藤
谷
還
由
、
藐
姑
射
貫
之
、 

柳
祐
信
、
小
谷
真
弓' 

太
田
祐
慶
、
南
条
文
雄
の
有
志
名
で
本
山
当
局
の
執
事
渥
美
契
縁
に
宛
て
、

「
建
言
」
書
を
送
っ
て
い
る
。

そ
の 

な
か
に

「
某
等
熟
々
、
吾
が
大
谷
派
の
現
状
を
考
察
致
し
候
に' 

今
や
負
債
償
却
と
両
堂
再
建
と
の
二
大
事
業
は
、

共
に
其
の
竣
を
告
げ
候 

折
柄
に
候
へ
ば
、

一
派
将
来
の
為
の
一
大
革
新
を
実
行
す
べ
き
時
機
、

正
に
至
れ
り
と
存
じ
候
。

今
日
に
在
り
て
当
に
為
す
べ
き
事 

業

、

一
に
し
て
足
ら
ざ
る
べ
く
候
へ
ど
も
、

万
事
に
先
だ
ち
予
め
一
宗
の
教
学
の
根
底
を
鞏
固
に
す
る
を
以
て
、
最
大
急
務
と
存
じ 

候
。

即
ち
学
事
に
在
り
て
は' 

中
学
の
教
育
を
普
及
し
て
適
任
の
住
職
を
養
成
し
、 

大
学
の
規
模
を
拡
張
し
て
有
為
の
学
者
を
陶
冶 

し
、

又
教
務
に
在
り
て
は
教
区
の
制
を
確
立
し
て
其
の
統
属
す
る
所
を
明
ら
か
に
し
、
本
末
貫
通
し
て
布
教
の
実
務
を
全
く
し
、
斯 

の
如
く
教
学
相
応
し
て
秩
然
た
る
有
機
的
行
動
を
な
し
候
は
ば' 

庶
幾
く
は
大
法
宣
揚
の
基
礎
を
定
む
る
を
得
べ
き
事
と
存
じ
候
」 

の
文
章
に
始
め
ら
れ
、
当
時
の
門
末
の
実
況
は
多
数
の
僧
侶
は
教
学
方
針
の
那
辺
に
あ
る
か
を
知
ら
ず
、

座
班
の
高
下
法
衣
の
色
章
等
競 

う
て
、

子
弟
の
教
育
、

門
徒
の
教
導
を
忘
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
一
派
の
衰
微
は
免
る
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
に
し
て
此
の
形
勢
を
挽
回 

す
る
法
を
立
て
な
け
れ
ば
遂
に
救
う
べ
か
ら
ざ
る
に
い
た
る
。
今
後
は
教
学
を
以
て
本
山
の
寺
務
方
針
と
し
、
当
路
者
は
一
大
決
心
を
以 

て
人
心
を
一
転
せ
し
む
る
処
置
を
と
る
よ
う
に
、

そ
の
革
新
の
方
途
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が' 

そ
の
結
び
の
言
葉
に
は 

「
蓋
し
方
今
宇
内
の
大
勢
た
る
や
、
人
心
の
帰
向
、
漸
く
仏
教
に
集
り
つ
つ
あ
る
は
、

歴
々
其
の
事
実
乏
し
か
ら
ず
。
苟
く
も
仏
教 

伝
道
其
の
宜
し
き
を
得
候
は
ば
、
将
来
仏
教
を
し
て
宇
内
を
風
化
せ
し
め
ん
こ
と
敢
て
難
事
に
無
之
と
存
じ
候
。

而
し
て
能
く
此
の 

大
任
を
全
く
す
る
に
堪
ふ
る
も
の
は
、
印
度
の
仏
教
に
あ
ら
ず
、
支
那
の
仏
教
に
あ
ら
ず
、
唯
だ
我
が
帝
国
の
仏
教
あ
る
の
み
に
候
。
 

我
が
帝
国
の
仏
教
亦
た
一
宗
一
派
に
止
ま
ら
ず
と
雖
も
、
此
の
大
希
望
を
嘱
す
べ
き
も
の
、
恐
ら
く
は
真
宗
東
西
両
派
を
措
き
て
他 

に
求
む
る
べ
か
ら
ざ
る
や
に
存
じ
候
。

果
し
て
然
ら
ば
我
が
派
た
る
も
の' 

居
常
此
の
大
勢
に
鑑
み
、
其
の
任
務
を
忘
れ
ず
、
苟
く 

も
時
機
の
乗
ず
べ
き
あ
ら
ば
、
其
の
施
設
を
怠
る
べ
か
ら
ざ
る
儀
に
候
。

今
や
負
債
償
却
と
両
堂
再
建
と
の
二
大
事
業
は
、

共
に
其



の
竣
を
告
げ
、
進
み
て
一
派
の
大
任
を
尽
し
得
べ
き
運
に
達
し
候
は
、
実
に
千
載
の
一
時
、
革
新
の
好
機
会
に
有
之
候
へ
ば
、

区
 々

の
情
、

敢
て
不
遜
を
顧
み
ず' 

聊
か
愚
見
の
要
領
を
略
陳
仕
り
候
。
」(

全
集
・
第
五
巻
二
五
六
頁) 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
再
び
回
想
の
文
に
か
え
れ
ば

「
人
事
の
興
廃
は' 

尚
ほ
心
頭
を
動
か
し
て
止
ま
ず
、

乃

ち

二

八

，
九
年
に
於
け
る
我
が
宗
門
時
事
は
、
遂
に
二
九
、

三
十
年
に
及 

べ
る
教
界
運
動
を
惹
起
せ
し
め
た
り
」

と
述
べ
ら
れ
、
そ

こ

に

「
二
九
年
十
一
月
教
界
時
言
発
刊
」

と
脚
註
が
置
か
れ
て
い
る
。

先
生
の
教
界
革
新
運
動
の
志
願
と
す
る
と
こ
ろ 

は
、
勿
論
已
む
に
已
ま
れ
ず
大
谷
派
の
宗
門
時
事
よ
り
し
て
病
後
の
身
を
提
げ
て
起
ち
上
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ

の

『
教
界
時
言
』

の 

刊
行
を
通
し
て
世
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ

の

創

刊

の

第

一

号

の

社

説

は

「
教
界
時
言
発
行
の
趣
旨
」

と
題
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、 

そ
の
文
章
の
な
か
に

「
蓋
し
我
が
大
谷
派
は
我
が
邦
現
代
に
於
け
る
主
要
な
る
ー
勢
力
に
し
て
、
其
の
興
廃
消
長
は
、

之
を
国
家
社
会
の
利
害
よ
り
す
る 

も

、

之
を
派
内
本
末
の
得
喪
よ
り
す
る
も
、
余
輩
の
雲
煙
過
眼
視
す
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。

況
ん
や
大
谷
派
本
願
寺
は
余
輩
の
拠
っ 

て
以
て
自
己
の
安
心
を
求
め
、

拠
っ
て
以
て
同
胞
の
安
心
を
求
め' 

拠
っ
て
以
て
世
界
人
類
の
安
心
を
求
め
ん
と
期
す
る
所
の
源
泉 

な
る
に
於
い
て
お
や
。

云
々
」(

全
集
第
四
巻
・
一
七
ハ
頁)

と
い
う
言
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

先
生
は
大
谷
派
宗
門
に
現
代
に
於
け
る
釈
迦
仏
の
僧
伽
の
生
命
を
仰
い
で
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

而

し

て

第

三

号

の

社

説

に

は

「
革
新
の
要
領
」
と
題
し
て

「
抑
々
余
輩
の
所
謂
根
本
的
革
新
な
る
も
の
は
、
豈
に
唯
だ
制
度
組
織
の
改
良
を
の
み
こ
れ
云
は
ん
や
。

否
、
制
度
組
織
の
改
良
は 

寧
ろ
そ
の
枝
末
の
み
。

其
の
称
し
て
根
本
的
革
新
と
い
う
も
の
は
、
実
に
精
神
的
革
新
に
在
り
。

即
ち
一
派
従
来
の
非
教
学
的
精
神 

を
転
じ
て
教
学
的
精
神
と
為
し
、
多
年
他
の
事
業
に
専
注
し
た
る
精
神
を
し
て
、

一
に
教
学
に
専
注
せ
し
む
る
に
在
り
。

夫
れ
教
学 

は
宗
門
命
脈
の
繫
る
所
、
宗
門
の
事
業
は
教
学
を
措
い
て
他
に
こ
れ
あ
る
を
見
ざ
る
な
り
。

財
政
の
整
理
や
内
事
の
粛
正
や
亦
た
皆



此
の
教
学
の
振
興
の
為
の
故
の
み
。

故
に
宗
門
の
当
路
者
た
る
者
は
常
に
教
学
の
二
字
を
其
の
脳
底
に
牢
記
し
て
須
叟
も
之
を
忘
失 

す
べ
か
ら
ず
云
々
」(

全
集
第
四
巻
・
一
九
一
頁)

と
述
べ
て
い
る
。

第

四

号

社

説

の

「
師
命
論
」

に
は

「
師
命
な
る
哉
。

師
命
な
る
哉
。

余
輩
は
一
日
も
師
命
を
傷
つ
け
ら
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
せ
ざ
る
は
な
し
。

若
し
夫
れ
師
命
に
し 

て
ー
瑣
事
一
私
人
の
間
に
発
せ
ら
る
る
こ
と
あ
ら
ん
か
、

是
れ
当
路
者
が
師
命
を
強
請
し
ー
瑣
事
一
私
人
の
為
に
濫
用
し
た
る
も
の 

な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

固
よ
り
尊
慮
よ
り
出
で
た
る
に
非
ざ
る
は
確
か
な
り
。

何
と
な
れ
ば
法
主
の
尊
慮
は
一
瑣
事
一
私
人
の
為
に 

動
く
が
如
き
不
公
明
な
る
も
の
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

法
主
の
尊
慮
は
公
明
な
り
、

正
大
な
り
。

公
明
正
大
に
非
ざ
る
も
の
は:

：:

こ 

れ
已
に
真
の
師
命
に
非
ざ
る
な
り
。

云
々
。
」(

全
集
第
四
巻1

ニ
ニ
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。

ま

た

第

十

一

号

社

説

に

は

「
大
谷
派
宗
務
革
新
の
方
針
如
何
」

と
題
す
る
文
章
の
中
に
、

「
巍
々
た
る
六
条
の
両
堂
、

既
に
大
谷
派
と
為
す
に
足
ら
ず
、

地
方
一
万
の
堂
宇
、
既
に
大
谷
派
と
為
す
に
足
ら
ず
、

三
万
の
僧
侶
、 

百
万
の
門
徒
、
亦
た
直
ち
に
大
谷
派
と
為
す
に
足
ら
ず
と
せ
ば
、
大
谷
派
な
る
も
の
は
抑
々
何
の
処
に
か
存
す
る
の
か
。

日
く
大
谷 

派
な
る
宗
門
は
大
谷
派
な
る
宗
教
的
精
神
の
有
す
る
所
に
在
る
。

豈
に
人
員
の
多
寡
を
問
は
ん
や
。

豈
に
堂
宇
の
有
無
を
問
は
ん
や
。
 

将
た
其
の
顱
を
円
に
し
、
其
の
袍
を
方
に
す
る
と
否
と
を
問
は
ん
や
。

苟
く
も
此
の
精
神
の
存
す
る
所
は
即
ち
大
谷
派
な
る
宗
門
の 

存
す
る
所
な
り
。

而
し
て
大
谷
派
な
る
宗
門
の
盛
衰
は' 

実
に
此
の
精
神
の
消
長
に
外
な
ら
ず
。

今
や
一
派
の
現
状
を
通
観
す
る
に
、 

本
山
の
威
信
は
日
に
減
じ' 

僧
侶
の
価
値
は
日
に
降
り
、
布
教
振
は
ず' 

勧
学
挙
ら
ず
、 

紀
綱
弛
み' 

風
俗
乱
れ' 

上
下
を
挙
げ
て 

名
利
奔
走
に
忙
は
し
く
、
真
誠
な
る
宗
教
動
作
を
見
ん
と
欲
す
る
得
易
か
ら
ず
。

而
し
て
其
の
由
り
て
来
る
所
を
討
ぬ
れ
ば
宗
教
的 

精
神
の
衰
退
に
帰
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

そ
れ
即
ち
一
派
今
日
の
弊
根
に
し
て
革
新
の
要
は
此
の
宗
教
的
精
神
を
振
作
す
る
に
在
り
。
 

云
々
」(

全
集
第
四
巻
・
二
九
二
頁)

と
述
べ
て
、
先
生
に
あ
り
て
は
教
学
と
教
団
と
は
不
二
に
し
て
離
れ
ず
、
教
団
は
教
学
に
照
ら
さ
れ
、
教
学
に
導
か
れ
、
教
学
は
も
と
教



団
と
共
に
生
れ
て
教
団
の
展
開
と
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

先
生
の
革
新
運
動
も
教
団
の
現
実
の
壁
に
阻
ま
れ
て
遂
に
挫
折
を
見
た
の
で
あ 

る
が
、

こ
の
挫
折
は
無
論
先
生
の
場
合
は
決
し
て
宗
門
に
対
す
る
絶
望
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
先
生
が
河
野
法
雲
氏
に
語
ら
れ
た
言
葉
に 

「
実
は
是
だ
け
の
事
を
す
れ
ば' 

其
の
後
に
は
実
に
何
も
か
も
立
派
に
思
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て
や
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

然 

し
ー
つ
見
お
と
し
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
少
部
分
の
者
が
如
何
に
急
い
で
も
あ
が
い
て
も
駄
目
だ
。

よ
し
帝
国
大
学
や
真
宗
大
学
を
出 

た
人
が
多
少
あ
っ
て
も
、
此
の
一
派
——

天
下
七
千
ヶ
寺
の
末
寺
——

の
も
の
が
以
前
通
り
で
あ
っ
た
ら
、

折
角
の
改
革
も
何
の
役 

に
も
た
た
ぬ
。

初
に
此
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
居
ら
な
ん
だ
。

そ
れ
で
こ
れ
か
ら
は
一
切
改
革
の
こ
と
を
放
棄
し
て
、

信
念
の
確
立
に 

尽
力
し
ゃ
う
と
思
ふ
」(

全
集
第
五
巻'

ハ
ニ
ニ
頁)

と
述
べ
ら
れ
た
と
あ
る
。

こ
の
改
革
運
動
の
破
綻
に
先
生
は
一
層
自
己
の
信
念
の
自
覚
を
深
め
ら
れ
て
ゆ
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
三 

十
年
十
一
月
、

大
谷
派
事
務
革
新
全
国
同
盟
会
を
解
散
し
運
動
は
三
十
年
十
二
月
に
と
り
や
め
、

『
教
界
時
言
』

も
三
十
年
十
二
月
の
第 

十
四
号
か
ら
規
格
も
菊
版
か
ら
四
六
版
に
改
め
ら
れ
内
容
も
一
般
の
仏
教
界
思
想
界
に
向
っ
て
喚
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

三
一
年
一
月
の 

社

説

に

は

「
仏
教
者
盍
自
重
乎
」
、

二

月

に

は

「
教
界
回
転
の
枢
軸
」

等
、
力
の
籠
っ
た
論
稿
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

五

さ

て

清

沢

先

生

の

『
四
阿
含
』

の
読
誦
に
つ
い
て' 

「
回
想
」

の

文

で

は

「
三
十
年
末
よ
り
三
一
年
始
め
に
互
り
て

『
四
阿
含
』

を
読 

誦
し
」

と
あ
っ
て
、

そ
の
頃
先
生
は
再
び
喀
血
の
病
床
に
臥
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

明

治

三

一

年

一

月

に

は

じ

ま

る

『
病
床
雑
誌
』 

(

全
集
第
七
巻
・
一
四
〇
頁)

に
は
、

三
-

年

一

月

二

十

二

日(

陰

曆

一

月

一

旦

よ

り

「
増
一
阿
含
」

を
読
み
は
じ
め
三
一
日
に
終
り
、

三
月 

一

日

よ

り

『
中
阿
含
』
、
十

七

日

よ

り

『
長
阿
含
』
、
十

九

日

よ

り

『
雑
阿
含
』

に
入
り
、

二
月
二
五
日
に
終
っ
て
い
る
。

引

き

続

き

『
本 

行
集
経
』

を
繙
き
釈
尊
伝
に
触
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後

日

先

生

は

『
転
迷
開
悟
録
』(

全
集
第
七
巻'

ハ
四
頁)

に

「
阿
含
感
」

と
題
し
て 

余

が

『
阿
含
』

を
読
誦
し
て
特
に
感
の
深
か
り
し
は
、
喀
血
襲
来
の
病
床
に
あ
り
し
が
為
か
。

然
ら
ば
教
法
の
妙
味
に
達
せ
ん
と
せ



ば
、
生
死
巌
頭
の
観
に
住
す
る
こ
と
尤
も
必
要
た
る
を
知
る
べ
し
」(

全
集
第
七
巻
・
ハ
三
頁)

と
述
懐
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
阿
含
読
誦
の
場
合
に
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

先
生
の
仏
教
は
つ
ね
に
、

生
死
巌
頭
に 

立
つ
現
実
の
只
中
に
学
び
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
決
し
て
装
飾
的
な
学
問
教
養
で
は
な
い
。

東
京
大
学
で
始
め
て
阿
含
仏
教
を
講
ぜ
ら
れ 

た
姉
崎
正
治
氏
は

「
清
沢
師
に
親
し
く
接
し
た
こ
と
は
只
一
回' 

二
見
浦
に
て
師
が
、

阿
含
小
乗
と
人
は
貶
す
れ
ど
、

見
る
人
の
心
次
第
に
て
其
の
中 

に
大
乗
も
あ
り
、
他
力
門
も
存
せ
り
と
い
わ
れ
た
一
語
、
今
尚
耳
底
に
響
き' 

近
来
僕
が
信
仰
の
為
に
求
め
ん
と
し
つ
つ
努
力
す
る 

間
、
髯#

の
間
に
得
た
る
光
明
は
益
々
此
の
言
の
真
摯
の
経
験
に
出
で
し
を
悟
ら
し
め
、
数
日
前
に
恰
も
此
の
事
を
語
り
し
な
り
。
」 

(

明
治
三
十
六
年
十
月
六
日
暁
鳥
敏
宛
書
簡)

と
記
し
て
い
る
。

約

ー

ケ

月

に

し

て

『
四
阿
含
』

を
読
了
し
た
先
生
は
、
更

ら

に

『
本
行
集
経
』
を
繙
か
れ
る
の
で
あ
る
が' 

『
病
床
雑 

誌
』

に
は
二
月
二
十
六
日
の
記
に

晴
。

風
寒
。
読
一
一
仏
本
行
経
—〇
至
一
ー
太
子
出
家
入
出
之
処
ハ 

悲
絶
哀
絶
、
冷
眼
亦
不"

覚
一
ー
暗
涙
湿7

而
菩
薩
之
決
心
、
凛
乎
不
動
、

百 

于
靜
諫' 

無
レ
有
ー
一
微
効
ハ 

但
倍
煥
一-
発
大
聖
智
懐
熱
誠
一
而
已
。
鳴
呼
難
レ
値
難
“
遇
、
如
来
出
世
、
億
劫
値
遇
、
真
個
宿
縁
、
吾
人
何 

幸' 

得

”
聞
ー
ー
大
法
ハ 

豈

可"

不
一-
勤
精
進
ハ 

宜
当
一
一
献
身
捨
命
、 

以
為
“
法
尽
瘁
一
也
。

と
記
し
て
い
る
。

当
時
こ
の
感
動
を
井
上
豊
忠
氏
に
宛
て
、

「
頃
日
、

『
本
行
集
経
』

を
繙
き
、
悉
達
太
子
の
出
家
修
道
の
事
歴
を
玩
誦
致
候
に
、
恩
愛
の
纏
縛
は
何
処
に
て
も
変
る
こ
と
な
く' 

情
義
の
難
断
は
高
貴
の
人
に
あ
り
て
は
却
て
重
甚
な
る
を
認
め
候
。

而
し
て
彼
の
王
使
の
諫
争
を
呈
す
る
に
当
り
て
は
、

切
々
皮
肉 

に
入
り
層
々
悲
哀
を
加
へ
、
人
を
し
て
感
極
り
て
悶
絶
せ
し
め
ん
と
す
る
に
至
る
。

そ
の
間
に
あ
り
て
太
子
の
容
貌
如
何
。

所
謂
泰 

然
如
山' 

威
風
凛

'々 

設
ひ
山
岳
は
動
転
し
得
べ
き
も' 

設
ひ
海
洋
は
乾
燥
し
得
べ
き
も
、
我
決
心
は
移
す
可
か
ら
ず
と
宣
言
し
た 

ま
ふ
の
一
段
に
至
り
て
は' 

在
病
の
寒
生
も
覚
え
ず
涙
痕
の
衣
襟
を
潤
す
を
認
め
候
。
鳴
呼
末
世
の
大
法
の
振
興
せ
ざ
る' 

果
し
て



誰
人
の
過
ぞ
や
。

御
多
忙
の
中
へ
釈
迦
に
説
法
め
き
た
る
事
を
書
き
連
ね
失
敬
々
々
。

只
小
生
近
日
の
幸
楽
は
病
隙
に
聖
経
を
拝
見 

し
て' 

大
聖
の
叱
陀
を
感
ず
る
事
に
有
之
、
聊
か
其
恵
慶
を
分
呈
の
積
り
に
有
之
候
」(

全
集
第
八
巻
，
六
頁) 

と
書
き
送
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
生
に
あ
り
て
は
親
鸞
聖
人
に
皈
え
る
こ
と
は
釈
尊
に
皈
え
る
こ
と
で
あ
り' 

釈
尊
と
聖
人
を
直
結 

す
る
こ
と
で
あ
る
。

阿
含
の
簡
明
な
諸
行
無
常
、

一
切
皆
苦
、
諸
法
無
我
の
教
法
も
尊
い
が
、

更
ら
に
釈
迦
世
尊
の
歩
ま
れ
た
そ
の
伝
記 

そ
の
も
の
に
何
よ
り
も
宗
教
の
あ
る
べ
き
正
真
の
す
が
た
が
仰
げ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
パ
ン
の
為
、

職
責
の
為' 

人
道
の
為
、

国
家
の
為
、 

富
国
強
兵
の
為
に
、
功
名
栄
華
の
為
に
宗
教
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

人
心
の
至
奥
よ
り
出
づ
る
至
盛
の
要
求
の
為
に
宗
教
あ
る
な
り
。
 

宗
教
を
求
む
べ
し' 

宗
教
は
求
む
る
所
な
し
」(

『
御
進
講
覚
書
』
全
集
第
七
巻
・
一
ー
〇
頁)

と
は
釈
尊
の
出
家
求
道
の
す
が
た
に
学
ば
れ
た 

の
で
あ
り
、
明

治

三

十

四

年

十

一

月

号

の

『
精
神
界
』

に' 

「
宗
教
的
信
念
の
必
須
条
件
」
と
い
う
論
稿
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の 

な
か
に

「
真
面
目
に
宗
教
的
天
地
に
入
ら
う
と
思
ふ
人
な
ら
ば
、
釈
尊
が
そ
の
伝
記
を
も
っ
て
教
へ
給
ひ
し
如
く
、
親
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま 

せ
ぬ' 

妻
子
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、

財
産
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ' 

国
家
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ' 

進
ん
で
は
自
分
其
の 

者
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ね
。

語
を
換
え
て
云
へ
ば
、
宗
教
的
天
地
に
入
ら
う
と
思
う
人
は' 

形
而
下
の
孝
行
心
も
愛
国
心
も
捨
て 

ね
ば
な
ら
ぬ
。

其
の
他
仁
義
も
、
道
徳
も' 

科
学
も
、
哲
学
も
一
切
眼
に
か
け
ぬ
や
う
に
な
り
、

茲
に
始
め
て
宗
教
的
信
念
の
広
大 

な
る
天
地
が
開
か
る
る
の
で
あ
る
。
」(

全
集
第
六
巻
，
一
四
三
頁)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

六

次

い

で

「
回
想
」

の
文
に
か
え
る
と
、

「
三
一
年
四
月' 

『
教
界
時
言
』

の
廃
刊
と
共
に
此
の
運
動
を
一
結
し
、
自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
、
大
い



に
反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
と
雖
も
、
修
養
の
不
足
は
尚
ほ
人
情
の
煩
累
に
対
し
て
平
然
た
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。
」 

と
述
べ
ら
れ
、

「
三
一
年
五
月
已
降' 

断
然
家
族
を
挙
げ
て
大
浜
町
西
方
寺
に
投
ず
」
と
註
記
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
に
断
然
家
族
を
挙 

げ
て
と
い
う
言
葉
が
強
く
響
く
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
や
や
複
雑
な
家
庭
の
問
題
が
あ
り
、
先
生
は
も
と
徳
永
家
の
長
男
で
あ
り' 

西 

方
寺
の
清
沢
家
へ
養
子
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
実
父
徳
永
則
翁
を
負
う
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
は
改
革
運
動
に
失
敗
し 

僧
籍
か
ら
は
除
名
さ
れ
、

し
か
も
病
床
に
倒
れ
て
お
ら
れ
る
先
生
に
は
、
実
父
を
い
か
に
養
う
べ
き
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。

稲
葉
昌
丸
氏 

の
執
成
し
で
実
父
と
共
に
西
方
寺
に
入
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

断
然
と
は
そ
の
こ
と
を
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

西
方
寺
へ
迎 

え
ら
れ
た
も
の
の
実
父
は
頑
固
一
徹
の
老
人
で
あ
り
、
わ
が
身
は
難
治
の
肺
病
を
か
か
え
て
い
る
病
で
あ
る
。

西
方
寺
門
徒
の
中
に
は
先 

生
を
嫌
い
、
と
き
に
は
先
生
を
寺
か
ら
追
放
せ
ん
と
ま
で
し
た
の
で
あ
る
。

「
修
養
の
不
足
は
尚
ほ
人
情
の
煩
累
に
対
し
て
平
然
た
る
能 

わ
ず
」
と
は
そ
の
間
の
深
刻
な
悩
み
を
告
白
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ

こ

で

先

生
は

ご

自

分

の

号
を

「
臘
扇
」

と
改
め
ら
れ
、
黙
忍 

堂
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
。
臘

扇

と

は

臘

月(

十
二
月)

の
扇
と
い
う
こ
と
で
正
に
不
要
の
者
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
尚
当
時
先
生 

に
は
信
仰
の
内
面
に
今
一
つ
徹
底
を
得
な
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
苦
悩
の
課
題
を
超
え
し
め
た
機
縁
は 

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
訓
書(

1
1
1
6

8
0
1
1

〇-
〇〇
〇
へ
盘
〇-
卄
き;
'

<1
门
・
艺.

3
0
1
1

孙

〇
:
一
)

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
当
時
の
先
生
の
日
記
で 

あ

る

『
臘
扇
記
』

荃
集
第
七
巻'

一
ー
四
三
——
四
六
四
頁)

に
よ
っ
て
そ
れ
を
あ
と
ず
け
て
み
た
い
と
思
う
。

「
回
想
」

の

文

で

は

「
三
一
年
秋
冬
の
交
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
披
展
す
る
に
及
び
て
頗
る
得
る
所
あ
る
を
覚
え' 

三
二
年
、
 

東
上
の
勧
誘
に
応
じ
て
已
来
は' 

更
に
断
え
ざ
る
機
会
に
接
し
て
、
修
養
の
道
途
に
進
就
す
る
を
得
た
る
を
感
ず
」

と
あ
り
、

そ
の
脚
註 

と

し

て

「
三
一
年
九
月
東
上
、
沢
柳
氏
に
寄
宿
し
、
同
氏
蔵
書
中
よ
り
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
借
来
す
。

三
二
年
五
月
、
某
殿
及 

び
近
角
氏
等
、
東
上
勧
誘
。

三
三
年
に
入
り
、
月
見' 

多
田
、
暁
烏
、
佐
々
木
の
四
氏
東
上
」

と
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
エ
ピ
ク
テ
タ
ス 

と
の
出
逢
い
に
つ
い
て
当
時
稲
葉
昌
丸
氏
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
は



「
今

回

沢
(

註
、
沢
柳
氏)

氏
方
に
て
、

羅

馬

の

大

哲

エ

ピ
ク

テ
タ

ス

丙

ヨ
は

悻

乐

氏

の

遺

著

借

来

読

誦

致

居

候(

中
略)

。
 

『
死
の
恐
怖
を
除
去
せ
よ
。

思
う
ま
ま
に
雷
電
光
り
は
た
め
く
と
想
へ' 

斯
く
て
爾
は
気
静
神
間
の
主
宰
才
能
中
に
あ
る
を
知
る 

な
る
べ
し
。

虐
主
は
何
を
か
鎖
が
ん
と
す
る
、
脚
の
み
。

渠
何
を
か
奪
は
ん
と
す
、
首
の
み
。

渠
の
鎖
ぐ
を
得
ず
奪
ふ
得
ざ
る
も
の
は
何
ぞ
、 

意
念
是
な
り
。

是

れ

即

ち

古

聖

人

の

「
自
己
を
知
れ
」

の
格
言
を
訓
う
る
所
以
な
り
。

如
意
な
る
も
の
と
不
如
意
な
る
も
の
と
あ
り
。

如
意
な
る
も
の
は' 

意
見
動
作
及
び
欣
厭
な
り
。

不
如
意
な
る
も
の
は
、
身
体
財 

産
名
誉
及
び
官
爵
な
り
。

己
の
所
作
に
属
す
る
も
の
と
ゝ
否
ら
ざ
る
も
の
と
な
り
。

疾
病
死
亡
貧
困
は
不
如
意
な
も
の
な
り
。

之
を
避
け
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
苦
悶
を
免
る
る
能
は
じ
。

疾
病
は

、
身
体
の
障
害
に
し
て
意
念
に
関
す
る
に
あ
ら
ず
。

事
の
起
る
毎
に
、
冥
想
一
番
せ
よ
。

是
れ
或
る
物
に
対
す
る
障
害
に 

し
て
ゝ
爾
自
身
に
対
す
る
に
非
ざ
る
を
知
る
な
る
べ
し
。
』

激
励
的
の
語
句
頗
る
圭
角
あ
る
が
如
し
と
雖
も
、
我
等
が
胸
底
の
痼
疾
を
療
治
せ
ん
に
は
、
其
の
効
能
決
し
て
勘
か
ら
ざ
る
も
の 

と
存
候
。

死
生
命
あ
り
富
貴
天
に
あ
り
、
其
れ
工
氏
哲
学
の
要
領
に
有
之
様
被
思
候
。

此
は
大
兄
に
対
す
る
東
京
み
や
げ
の
積
り
に 

有
之
候
。

呵
々
。
」

荃
集
第
八
巻
・
二
三
頁)

と
書
き
送
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
書
簡
の
日
附
は
十
月
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ

れ

を

当
時
の
先
生
の
日
記
で

あ
る
『
臘
扇
記
』

に
照 

ら
し
て
み
る
と
ゝ
十
月
十
二
日
の
記
に

 ゝ

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
教
訓
書
』

よ
り

〇
如
意
な
る
も
の
と
不
如
意
な
る
も
の
あ
り
。
如
意
な
る
も
の
は
、
意
見
、 

動
作
、

及
び
欣
厭
な
り
。

不
如
意
な
る
も
の
は
身
体

 ゝ

財
産
名
誉
及
び
官
爵
な
り
。

己
の
所
作
に
属
す
る
も
の
と' 

否
ら
ざ
る
も
の
と
な
り
。

如
意
な
る
も
の
に
対
し
て
は
吾
人
は
自
由
な 

り
。

制
限
、

及
び
妨
害
を
受
く
る
こ
と
な
き
な
り
。

不
如
意
な
る
も
の
に
対
し
て
は
吾
人
は
微
弱
な
り' 

奴
隸
な
り
、
他
の
掌
中
に 

あ
る
な
り
。

此
の
区
分
を
誤
想
す
る
と
き
は
、
吾
人
は
妨
害
に
遭
ひ
悲
歎
号
泣
に
陥
り
、
神
人
を
怨
謗
す
る
に
至
る
な
り
。

如
意
の



区
分
を
守
る
も
の
は' 

抑
圧
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
妨
害
を
受
く
る
こ
と
な
く
、

人
を
謗
ら
ず
、

天
を
怨
み
ず
、

人
に
傷
つ
け
ら
れ 

ず
、

人
を
傷
つ
け
ず
、
天
下
に
怨
敵
な
き
な
り
。

〇
疾
病
死
亡
貧
困
は
不
如
意
な
る
も
の
な
り
。

之
を
避
け
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
苦
悶
を
免
る
る
能
は
じ
。

土
器
は
破
損
す
る
こ
と 

あ
る
も
の
な
り
。

〇
奴
隸
心
に
し
て
美
食
せ
ん
よ
り
は
、
餓
死
し
て
脱
苦
す
る
に
如
か
じ
。

〇
無
智
と
云
は
れ
無
神
経
と
云
は
る
る
を
甘
ん
ず
る
に
あ
ら
ず
ば
、
修
養
を
遂
ぐ
る
能
は
ざ
る
な
り
。

〇
自
由
な
ら
ん
と
欲
せ
ば' 

去
る
物
を
逐
ふ
べ
か
ら
ず' 

来
る
も
の
を
拒
む
べ
か
ら
ず
。
(

他
に
属
す
る
も
の
を
欣
厭
す
べ
か
ら
ず
。) 

〇
天
与
の
分
を
守
り
て
、
我
が
能
を
尽
す
べ
し
。

分
を
守
る
者
は
徴
兆
を
恐
れ
ず
。
(

常
に
福
利
を
得
る
の
道
を
知
れ
ば
な
り
。) 

〇

必

勝

の

分(

如
意
の
範
囲)

を
守
る
も
の
は
争
ふ
こ
と
な
し
。

〇
誹
謗
を
為
し
、
打
擲
を
加
ふ
る
も
の
、
我
を
侮
辱
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

是
等
に
対
す
る
我
が
意
見
が
我
を
侮
辱
す
る
も
の
な 

り
。

〇
哲
学
者
た
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
は' 

人
の
嘲
罵
凌
辱
を
覚
悟
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

〇
人
を
楽
し
ま
し
め
ん(

迎
合)

と
し
て
意
を
動
か
す
も
の
は
、
修
養
の
精
神
を
失
脚
し
た
る
も
の
な
り
。
」(

全
集
第
七
巻
・
三
七
一
頁) 

等
の
引
用
文
が
置
か
れ' 

次
い
で
先
生
の
思
索
を
経
た
る
語
句
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

十
月
十
八
日
の
記
に

「
吾
人
は
一
個
の
霊
物
な
り
。

只
だ
夫
れ
霊
な
り
、
故
に
自
在
な
り
。
(

意
念
の
自
在
あ
り
。)

只
だ
夫
れ
物
な
り
。

故
に
不
自
在
な 

り
。
(

外
物
を
自
由
に
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。)

而
も
彼
の
自
在
と
此
の
不
自
在
と
、
共

に

皆

絶

対

無

限(

他
力)

の
所
為
な
り
。

共 

に
是
れ
天
与
な
り
。

吾
人
は
彼
の
他
力
に
信
順
し
て
、
以
て
賦
与
の
分
に
安
ん
ず
べ
き
な
り
。
」(

全
集
第
七
巻
・
三
七
六
頁) 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
日
に
は

「
我
に
あ
る
も
の
は
、
我
れ
得
て
之
を
左
右
す
る
を
得
。

是
れ
意
念
を
云
ふ
な
り
。



彼
に
在
る
も
の
は
、
我
れ
得
て
之
を
左
右
す
る
能
は
ず
。

是
れ
身
、

財' 

名
、
爵
(

名
利' 

爵
禄' 

死
生
、
疾
病)

を
云
ふ
な
り
。
」 

(

前
同
・
三
七
六
頁)

と
あ
り
、
更
ら
に

「
彼
に
在
る
も
の
対
し
て
は
、

唯
だ
他
力
を
信
ず
べ
き
の
み
。
我
に
在
る
も
の
に
対
し
て
は
、
専
ら
自
力
を
用
う
べ
き
な
り
。

而
も 

此
の
自
力
も
亦
た
他
力
の
賦
与
に
出
づ
る
も
の
な
り
。
」(

前

同

・
三
七
七
頁)

と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
に
自
力
、
他
力
の
分
別
に
つ
い
て
先
生
独
自
の
領
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は 

自
力
主
義
の
自
己
克
服
の
道
を
策
励
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
道
は
瞼
難
で
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

而
し
て
そ
の
道
に 

は
必
ず
し
も
宗
教
的
信
仰
を
要
求
す
る
こ
と
は
な
く
、

只
管
自
力
の
修
道
に
よ
っ
て
真
の
自
主
独
立
の
自
在
人
を
打
出
す
る
に
あ
っ
た
。 

清
沢
先
生
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
語
録
に
導
か
れ
て' 

人
間
に
お
け
る
相
対
有
限
の
分
限
の
自
覚
を
知
ら
さ
れ
、

こ
の
分
限
の
自
覚
に
絶
対 

他
力
の
金
剛
不
壊
の
信
念
を
確
立
し
て
ゆ
か
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て

『
臘
扇
記
』

の
十
月
二
十
四
日
の
記

「
如
何
に
推
考
を
費
す
と
雖
も
、
如
何
に
科
学
哲
学
に
要
求
す
る
と
雖
も' 

死

後
(

展
転
生
死
の
後)

究
極
は
、
到
底
不
可
思
議
の 

関
門
に
閉
ざ
さ
る
る
も
の
な
り
。

啻
に
死
後
の
究
極
然
る
の
み
に
あ
ら
ず
。

生
前
の
究
極
も
亦
た
絶
対
的
不
可
思
議
の
雲
霧
を
望
見
す
べ
き
の
み
。

是
れ
吾
人
が
進 

退
共
に
絶
対
不
可
思
議
の
妙
用
に
托
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
。

只
だ
生
前
死
後' 

然
る
の
み
な
ら
ん
や
。

現
前
の
事
物
に
就
い
て
も
其
の
ダ
ス
、 

ワ

ス
0

再

ミ
3
3

デ
ス.
ワ

ル

ム0
3
 

€
2
1
1
1
1
1
1  

に
至
り
て
は' 

亦
只
だ
不
可
思
議
と
云
ふ
べ
き
の
み
。

此
の
如
く
四
顧
茫
々
の
中
間
に
於
い
て
、
吾
人
に
亦
た
一
団
の
自
由
境
初
り' 

自
己
意
念
の
範
囲
即
ち
是
な
り
。

电
匕
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自
己
と
は
何
ぞ
や
。

是
れ
人
生
の
根
本
問
題
な
り
。



自
己
と
は
他
な
し
。
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
し
て
、
任
運
に
法
爾
に
此
の
境
遇
に
落
在
せ
る
も
の
、

即
ち
是
な
り
。
 

只
だ
夫
れ
絶
対
無
限
に
乗
托
す
。

故
に
死
生
の
事
、

亦
た
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。

死
生
尚
ほ
且
つ
憂
う
る
に
足
ら
ず
、

如
何
に
況
は 

ん
や
、

此
よ
り
而
下
な
る
事
件
に
於
い
て
を
や
、

追
放
可
な
り
。

獄
牢
甘
ん
ず
べ
し
。
誹
謗
嬪
斥
、
許
多
の
凌
辱
、
豈
に
意
に
介
す 

べ
き
も
の
あ
ら
ん
や
。

否
な
之
を
憂
う
る
と
雖
も' 

之
を
意
に
介
す
と
雖
も' 

吾
人
は
之
を
如
何
と
も
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。

我
人 

は
寧
ろ
只
管
絶
対
無
限
の
吾
人
に
賦
与
せ
る
も
の
を
楽
し
ま
ん
か
な
。

「
自
覚
の
内
容
な
り
。
此
の
自
覚
な
き
も
の
は
、
吾
人
の
与
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

絶
対
吾
人
に
賦
与
す
る
に
善
悪
の
観
念
を
以
て
し
、

避
悪
就
善
の
意
志
を
以
て
す
。
(

所
謂
悪
な
る
も
の
も
亦
た
絶
対
の
せ
し
む 

る
所
な
ら
ん
。

然
れ
ど
も
吾
人
の
自
覚
は
避
悪
就
善
の
天
意
を
感
ず
。

是
れ
道
徳
の
源
泉
な
り
。)

吾
人
は
喜
ん
で
此
の
事
に
従
は 

ん
。何

も
の
か
善
な
る
や
、
何
も
の
か
悪
な
る
や
。

他
な
し
、
吾
人
を
し
て
絶
対
を
忘
れ
ざ
ら
し
む
る
も
の
、

是
れ
善
な
り
。

吾
人
を 

し
て
絶
対
に
背
か
し
む
る
も
の
、
是
れ
悪
な
り
。

而
し
て
絶
対
は
吾
人
に
満
足
を
与
へ
、
反
対
は
吾
人
に
不
満
を
与
ふ
。

故
に
満
足 

を
生
ず
る
も
の
は
善
な
り
。

不̂8

を
生
ず
る
も
の
は
悪
な
り
。

満
足
あ
れ
ば
無
慾
心
あ
り
。

無
慾
心
あ
れ
ば
不
動
心
あ
り
。

不
動
心 

あ
れ
ば
胆
勇
あ
り
。

胆
勇
あ
れ
ば
無
畏
心
あ
り
。

無
畏
心
あ
れ
ば
精
進
あ
り
。
-

精
進
あ
れ
ば
克
己
あ
り
。

克
己
あ
れ
ば
忍
辱
あ
り
。

以
上
対
外
物
的
」 

，
以

下

二

対

自

身

的

忍
辱
あ
れ
ば
不
靜
心
あ
り
。

不

靜

心

あ

れ

ば(

無
瞋
心
あ
り
。

無
禅
心
あ
れ
ば)

和
合
心
あ
り
。

和
合
心
あ
れ
ば
社
交
心
あ
り
。

社 

,

以
下
対
他
人
的

交
心
あ
れ
ば
同
情
心
あ
り
。

同
情
心
あ
れ
ば
慈
悲
心
あ
り
。

大
慈
悲
心
は
是
れ
仏
心
な
り
。

(

一)

帰

命

心
(

信
仰)

。
(

二)

満

足

心
(

知
足
安
分)

。
(

三)

無

慾

心
(

無
人
慾
之
私)

。
(

四)

不

動

心
(

我
能
不
動
我
心)

。
(

五)

不 

惑
心
。
(

六)

無
畏
心
。
(

七)

精
進
心
。
(

八)

克
己
心
。
(

九)

忍
辱
心
。
(

十)

不
靜
心
。
(

十
一)

和

合

心
(

温
良
恭
謙
譲)

。
(

十
二)



社
交
心
。
(

十
三)

同
情
心
。
(

十
四)

慈
悲
心
。
(

十
五)

仏
道
心
。
」(

全
集
第
七
巻
三
七
九
—
三
ハ
ー
ー
頁) 

と
誌
さ
れ
て
い
る
。

以

上

先

生

の

「
回
想
」

の
文
を
あ
と
ず
け
て' 

明

治

二

十

七

，
ハ
年
の
養#

に
人
生
に
関
す
る
思
想
を
一
変
し
、
自 

力
の
迷
情
を
翻
転
し
て
絶
対
他
力
に
帰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が' 

更

ら

に

『
阿
含
経
』

の
読
誦
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
語
録
に
導
か
れ
て
、
 

絶
対
他
力
の
信
念
が
明
治
三
十
一
年
に
及
ん
で
揺
る
ぎ
な
き
真
の
確
立
を
得
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
宗
教
信
念
を
拠
と
し
て 

そ
の
後
の
東
京
に
於
け
る
先
生
最
晩
年
の
精
神
主
義
運
動
が
展
開
さ
れ
、
明
治
の
仏
教
界
に
潑
刺
た
る
霊
的
生
命
の
息
吹
き
を
吹
込
ん
だ 

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
清
沢
先
生
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
と
の
出
逢
い
に
つ
い
て
曾
我
先
生
は
『
分
水
嶺
の
本
願
』

に
は 

「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
長
い
間
の
身
心
の
戦
い
に
よ
っ
て' 

己
に
属
す
る
も
の
と
、 

己
に
属
せ
ざ
る
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
了
解 

し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
何
に
よ
っ
て' 

そ
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
随
分
長
い. 

生
涯
の
間
の
悩
み
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

清
沢
先
生
は
幸
に
も
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
逢
う
前
に
、

已
に
仏
教
に
よ
っ
て
如
来
と
い
う 

こ
と
、
如
来
の
大
悲
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
あ
る
の
で
先
生
は
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
訓
が
一
読
の
も
と
に
自 

分
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
訳
で
あ
る
。

如
来
は
我
等
に
自
己
の
分
限
を
教
え
て
下
さ
る
。

我
等
は
如
来
を
信
ず 

る
こ
と
に
よ
っ
て' 

自
己
の
分
限
を
知
ら
し
め
て
頂
く
と
、

先
生
は
短
い
生
涯
を
信
念
の
確
立
の
た
め
に
一
切
を
捧
げ
ら
れ
た
訳
で 

あ
る
。

先
生
の
絶
対
他
力
の
信
念
は
、
我
々
第
三
者
か
ら
見
る
と
、
全
く
そ
れ
は
戦
い
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
頂
い
て
い
る
。

し
か 

し
、

先
生
御
自
身
か
ら
見
る
と
あ
の
劇
し
い
戦
い
も' 

あ
の
生
死
の
問
題
の
解
決
も' 

あ
の
倫
理
の
厳
し
い
対
決
も
、

全
人
生
を
あ 

げ
て
の
究
明
も
、
決
し
て
先
生
御
自
身
で
は
戦
い
と
っ
た
と
は
、

了
解
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
無
限
大
悲
の
廻
向
し 

た
ま
う
と
こ
ろ
で
全
く
自
分
の
力
で
は
な
い
。

い
ゝ
さ
さ
か
戦
っ
た
と
し
て
も' 

そ
の
戦
力
は
こ
れ
も
亦
如
来
他
力
の
賦
与
し
た
ま
う 

と
こ
ろ
で
あ
る
と' 

内
外
併
せ
て
一
切
を
無
限
他
力
の
賦
与
し
た
ま
う
と
こ
ろ
と' 

自
分
の
力
の
い
さ
さ
か
も
な
い
と
い
う
、 

間
違 

い
な
い
最
後
の
安
住
を
得
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。

云
々
」(

同
書
ニ
ー
四
頁) 

と
述
べ
ら
れ
あ
る
が' 

げ
に
も
と
深
く
頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


